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・今回の環境省実証事業で実施する内容（赤枠部分）

【使用可能年数の評価】 ・リユース可否検査方法の確立 ・余寿命診断手法の確立
【情報基盤（DPP）の整備】 ・パネル材料の把握とデーターベース化

・PVCJ宮城実証事業※で実施している内容（青枠部分）
※2022年11月15日お知らせ済

【パネル回収・運搬スキーム検証】

【別紙】 環境省実証事業（当社応募案件）の実施概要

保管・検査排 出 運 搬

➢ 管理システムによるトレーサビリティ

撤去した廃パネルを
保管個所に集約

保管個所に
効率良く運搬

廃パネル検査
リユース品
リサイクル品

リサイクル
（廃棄処理）

管 理

リユース
（PPA含む）

リ
ユ
ー
ス

リ
サ
イ
ク
ル

運 搬

運 搬

の仕分け

PVCJ地域収集モデル(2022年8月3日お知らせ済)
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共同実施者

（参考）環境省実証事業（当社応募案件）の実施体制

ＰＶＣＪ関係企業・機関

代表事業者（国との契約締結者）

• 太陽光パネルのリユース・リサイクルに関する調査実績のある、(株)三菱総合研究所、イー・アンド・イー ソリューションズ(株)を
共同実施者として、東北電力が代表して応募

• 適正なリユース・リサイクルを推進する団体「PV CYCLE JAPAN」で活動してきた関係企業・機関と共に実証事業を実施

委託契約

業務発注
✓廃棄パネル収集
✓ リユースパネル発電所新設

✓環境影響改善効果
✓付帯調査 等

✓有害物・懸念物の情報整理
✓情報基盤（DPP）の整備 等

✓ リユース検査方法の検討
✓ リユースチェッカーの改良

✓ パネル材料分析
（バックシート）
✓ 性能劣化調査

✓ 性能劣化調査

✓ 廃棄パネル収集
（リサイクル施設連携）

✓ パネル材料分析
（ガラス）

業務発注

業務発注


